
平成™�年™月™�日 木曜日 第�™šŸ号官 報
平
成
２
５
年
（
再
イ
）
第
６
号

鹿
児
島
県
姶
良
市
平
松
6
3
3
9番
地
２

再
生
債
務
者
竹
内
昌
宏

１
決
議
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
6年
１
月
2
6日

付
け
再
生
計
画
案

２
議
決
権
の
不
統
一
行
使
の
通
知
期
限
平
成
2
6年
３

月
1
9日

３
再
生
計
画
案
に
対
す
る
回
答
期
間
平
成
2
6年
３
月

1
9日
ま
で

平
成
2
6年
２
月
1
9日鹿
児
島
地
方
裁
判
所
加
治
木
支
部

小
規
模
個
人
再
生
に
よ
る
再
生
計

画
取
消

平
成
２
１
年
（
再
イ
）
第
２
５
号

兵
庫
県
加
古
郡
播
磨
町
宮
西
１
丁
目
2
4番
５
号

再
生
債
務
者
小
林

修
１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
取
り
消
す
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
1年
８
月
1
2日
に
認
可
し
た
再

生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法

1
8
9条
１
項
２
号
に
定
め

る
事
由
が
あ
る
。

平
成
2
6年
２
月
1
8日

神
戸
地
方
裁
判
所
姫
路
支
部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

手
続
開
始

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
３
号

相
模
原
市
中
央
区
上
溝
1
9
3
6番
地
１
ガ
ー
デ
ン
ブ

リ
ー
ズ
光
の
街
8
0
5号

再
生
債
務
者
井
上
正
博

１
決
定
年
月
日
時
平
成
2
6年
２
月
1
8日
午
前
1
1時

２
主
文
再
生
債
務
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
者
等
再
生

に
よ
る
再
生
手
続
を
開
始
す
る
。

３
再
生
債
権
の
届
出
期
間
平
成
2
6年
３
月
1
1日
ま
で

４
一
般
異
議
申
述
期
間
平
成
2
6年
３
月
2
5日
か
ら
平

成
2
6年
４
月
１
日
ま
で横
浜
地
方
裁
判
所
相
模
原
支
部

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
案
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取

給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
認
可

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
１
号

北
海
道
小
樽
市
忍
路
１
丁
目
5
8
9番
地

再
生
債
務
者
髭
本
貴
之

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
6年
２
月
1
3日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
6年
２
月
1
8日

札
幌
地
方
裁
判
所
小
樽
支
部

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
４
号

北
海
道
旭
川
市
神
居
４
条
1
0丁
目
２
番
４
号
ダ
イ

ヤ
ハ
イ
ツ
神
居
４
`
1
0

1
0
1号

再
生
債
務
者
藤
田
一
寿

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
6年
２
月
1
8日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
6年
２
月
1
9日

旭
川
地
方
裁
判
所
民
事
部

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
乙
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の

権
利
義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
（
第
一
合
併
）。

ま
た
、
左
記
会
社
の
う
ち
甲
及
び
丙
は
、
第
一
合
併
の

効
力
発
生
を
停
止
条
件
と
し
て
、
第
一
合
併
の
効
力
発
生

直
後
に
合
併
し
て
、
甲
は
丙
の
権
利
義
務
全
部
を
承
継
し

て
存
続
し
、
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
（
第

二
合
併
）。

第
一
合
併
及
び
第
二
合
併
の
効
力
発
生
日
は
い
ず
れ
も

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
甲
、
乙
及
び
丙

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
（
甲
、
乙
及
び
丙
は
会
社
法
第

三
一
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
株
主
全
員
の
同
意
）
は
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十

六
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

掲
載
頁

二
頁

（
丙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日

掲
載
頁

二
頁

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
東
神
田
一
丁
目
一
一
番
二
号

（
甲
）
ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社

代
表
取
締
役

石
田

克
史

東
京
都
港
区
元
麻
布
一
丁
目
三
番
一
号

（
乙
）
Ｋ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
田

克
史

札
幌
市
豊
平
区
水
車
町
六
丁
目
三
番
一
号

（
丙
）
株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ

代
表
取
締
役

石
田

克
史

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
（
甲

株
式
一
四
、
五
〇
九
株
を
含
む
）
を
承
継
し
て
存
続
し
乙

は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日

掲
載
頁

三
二
三
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
七
月
十
二
日

掲
載
頁

一
〇
九
頁
（
号
外
第
一
五
二
号
）

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
二
丁
目
七
番
一
号

（
甲
）
株
式
会
社
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

加
藤

充

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
二
番
一
号

（
乙
）
Ｕ
Ｈ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

青
松

英
男

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
２
号

長
崎
県
諫
早
市
天
満
町
1
3番

1
0号

再
生
債
務
者
永
田
タ
ミ
子

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
6年
２
月

６
日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
6年
３
月
５
日
ま
で

平
成
2
6年
２
月
1
9日

長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
部

平
成
２
５
年
（
再
ロ
）
第
３
号

兵
庫
県
赤
穂
市
高
雄
1
7
4
8番
地

再
生
債
務
者
尼
子
龍
也

１
意
見
聴
取
に
付
す
る
再
生
計
画
案
平
成
2
6年
２
月

1
7日
付
け
再
生
計
画
案

２
書
面
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
民
事

再
生
法
2
4
1条
２
項
各
号
に
定
め
る
事
由

３
２
の
書
面
の
提
出
期
間
平
成
2
6年
３
月
1
8日
ま
で

平
成
2
6年
２
月
1
8日

神
戸
地
方
裁
判
所
姫
路
支
部

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

掲
載
頁

二
一
〇
頁
（
号
外
第
六
十
九
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
七
月
五
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
一
四
六
号
）

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー

代
表
取
締
役

茂
手
木
雅
樹

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
八
番
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

茂
手
木
雅
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
で
あ

り
、
両
社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
六
年
二

月
十
九
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
六
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
一
二
六
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
五
年
六
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
二
頁
（
号
外
第
一
二
六
号
）

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
七
日

東
京
都
港
区
北
青
山
三
丁
目
五
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
・
ラ
ボ

代
表
取
締
役

中
嶋

築
人

東
京
都
港
区
北
青
山
三
丁
目
五
番
一
〇
号

（
乙
）
株
式
会
社
バ
リ
ュ
ー
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ

代
表
取
締
役

石
川

均

™�
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